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テルル化ビスマス（Bi2Te3）は常温常圧で三方晶系の結晶構造（空間群

R-3m、I 相）をとり、室温付近で大きな熱電変換性能を示す物質である。Bi2Te3
は室温下 8、14 GPaでそれぞれ II、III相へ転移する[1]。II相では超伝導が発

現し、超伝導転移温度 Tc は加圧に対して減少する。さらに加圧すると Tc は  

11 GPa から大きく上昇し[2]、この変化は II 相と異なる超伝導相の形成を示唆

する。そこで本研究では III相の単相および、より高圧相の探索を目的として、

PF BL-18C (λ = 0.4840 Å) で室温下29.8 GPaまでのX線回折実験をおこなっ

た。その結果、Bi2Te3 が 25.2 GPa で bcc 相に転移することを見出した[3]。 
Fig. 1 に Bi2Te3 の加圧過程における X 線回折パターンを示す。加圧すると

8.41 GPa で II 相が現れ、14.5 GPa
で I相は消失して II、III相の回折強

度が増加する。また、この圧力では

図中の矢印で示す角度に II、III 相

と異なる高圧相からの反射が現れ、

加圧に伴って回折強度が増加する。

この新たな高圧相を IV相とした。さ

らに加圧すると II、III 相の回折強

度は減少し、III 相の単相を経るこ

となく 25.2 GPa で IV 相へと転移が

完了する。得られた回折パターン

は bcc 構造（空間群 Im-3m）で指数

付けでき、観測したピーク以外には

反射は確認されなかった。そこで

bccサイトにBi : Te = 2 : 3の仮想原

子を置いた構造モデルを仮定して

リートベルト解析をおこなったところ、

よく収束した。この結果から Bi2Te3
の IV 相は bcc サイトに Bi と Te が

配列した固溶体のような構造であ

ると推測できる。 
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Fig.1. Bi2Te3 の室温高圧下の X 線回折パタ
ーン: 記号はそれぞれ II 相(▼)、III 相(▽)、
IV 相(↓)からの回折線を示す。 


